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小生 は,か つ て,お よそこう書 いた。 ドイツ独立社会民主党(Unabhangige
SozialdemokratischeParteiDeutschlands略称USPD)は,ボ ルシェ
ヴィキ とは違 い,さ りとて右 派の社会民 主党 と も違 う,一 つ の独得 の運動体 で
あ って,今 日において も高 く評価 で きる政党で あった1),と。
本稿 は,拙 作 『若 き ヒル フ ァデ ィング』(丘書 房1984年)の 続 きであ り,
初 めの部分 は,そ の著 に書 かれてい ない ことを書 いたので、全面 的で はない。
また これ は,こ の政 党 の研 究 のた め の,同 時 に,中 期 の ヒル フ ァデ ィ ング
(1877-1941)研究 のための予備作 業であ る。
1)拙稿 「社会民主党共同行動団の成立」(『商学討究』30・3,1979年12月),15ペー
ジ。
〔1〕
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1社 会民主党共同行動団の成立まで
1914年に第1次 世界戦争が勃発 し,ドイツ政府は8月4日,戦 時公債を ドイ
ッ帝国議会に上程 した。これに ドイツ社会民主党(以 下,SPD)が賛成 した。
その理由は,前 日8月3日 の同党国会議員団の会議で,右 派が戦争反対の左派
よりも多数であったからであり,党の決定に対 しては,党 の団結を破れないと
いう左派の人々の意識のためであった。右派が戦時公債に賛成 した要因は,党・
労働組合の破滅への恐れ,好 戦的となった大衆への追随,で あった。
前年の 「1913年6月30日,帝国議会で,SPDは,軍 事予算 に賛成 した。そ
れまでいつ も反対 していた。」そして,ベ ーベル2)の国会演説,そ して同年イ
エナ大会はこれを是認3)した,と 猪木は書 く。極端左派の人々は,依 然 として
戦争反対の態度をとったが,ド イツ国内でその声は挙げられなかった。 しかも
ほんの少数であった。
カール ・カウッキー(KarlKautsky,1854-1938.)は,理論誌 『ノイエ ・
ッァイ ト』(1914年11月27日号)に,論文 「国際性 と戦争」を発表 した。それは,
ローザ ・ルクセンブルグ(RosaLuxemburg,1870-1919.)論文によって批判
されることになる。カウツキーのこの論文を取 り上げよう。
彼は,そ の 「第1節 国際性 と中立」で書 く。社会民主党がこの戦争で敗北
した,と 同志たちは主張する。だが,「戦争の勃発 は,破 産を意味せず,理 論
的見解の確証を意味する。」4)なぜな ら,大国の世界政策が変わらないと前提
すれば,世界戦争は不可避的必然だか らである。戦争を防げなかったか らイン
タナショナル5)は役に立たない,と い う人がいる。 しか しその要求は過大であ
る。国際的団結は,ど の国で もどの党で も,等 しくそれに反応するというので
は決してない。
2)AugustBebel,1840-1913.
3)猪 木 『ドイ ッ共 産 党 史 』 弘 文 堂1950年,50-5ユペ ー ジ。
4)Kautsky,InternationalitatundKrieg.in:NeueZeit,33.J9"Band1,Nr.&S.225.
5)第2イ ン タ ン シ ョナ ル の こ と。
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そのことをカウツキーは,「第2節 戦争における党の相違」で,こ れまで
の戦争の例 をた どることによって,示 そ うとする。
1854から1866年まで。 クリミア戦争(1854-56年)6)の時,社会民主主義者は,
ロシアを革命の敵 と見て反対 していた。 しかし,それでも著しい差があった。
ラサル7)はオース トリアを,マ ルクスやエンゲルスはロシアを,ヨ ーロッパ民
主主義の最大の障害 と見 なした。国際的立場をとって も,ラサルは,すべての
戦争 を非難することにはならなかった。1866年[プロイセン ・オース トリア戦
争で],ラサルの後継者シュヴァイツァー8)は,ラサルのオース トリアに対す
る態度を継承 した。ベーベルとリープクネヒ ト9)は,ビスマルク10)に反対 した。
1870年。1866年戦争の後,W.リ ープクネヒ トは,プ ロイセ ンの敵 に希望
を持った。独仏戦争(1870年)勃発の際,リ ープクネヒ トは戦時公債の拒否を
要求 した。ベーベルは,そ れはナポレオン11)に味方することになるか ら誤 り
だと考 えた。 といって ビスマルク政策を支持できないか ら,棄権が最 も良いと
思えた。党幹部会は しか しそれを行 き過ぎだと思った。尤 も,戦争が防衛戦争
か ら征服戦争へ変わると,態度が違ってきた。
1870年以後。1876年にロシア=ト ルコ戦争が起 きた。バルカン諸国に味方す
るとその支援者ロシアを支持 して しまい,ロ シアに反対するためには トルコに
味方 してしまう,と いう問の論議があった。1896年,97年に,ト ルコがアルメ
ニアやギリシャと衝突 した際に,ベ ルンシュタイン12)やローザ ・ルクセ ンブ
ルグが トルコの敵 を支持 した件があった。
カウツキーは以上のような,党内の戦争に際しての議論の相違を示 してか ら,
6)ク リ ミ ア 戦 争 。ロ シ ア 対 トル コ の 戦 争,ト ル コ に連 合 軍 が つ い た。1853年に 始 ま り,
55年ま で 続 い た 。
7)FerdinandLassalle,1825-64.
8)Schweitzer,1834-75.
9)ウ ィル ヘ ル ム ・リー プ ク ネ ヒ トWilhelmLiebknecht,1826-1900。カ ー ル の 父 。
10)プ ロ イ セ ン の 宰 相Bismarck,1815-98。
11)ル イ ・ボ ナ パ ル ト(LouisBonaparte,1808-73),ナポ レ オ ン1世 の 甥,ナ ポ レ
オ ン3世 。
12)EduardBernstein,1850-1932.
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「第3節 」で言 う。社会主義者 としての我々の思考と活動の出発点は,プ ロレ
タリアー トの階級闘争である。 どちらの側に立つかを決めるような問題ではな
い。戦争とは政府間の闘いである。直接的にプロレタリアに利害はない,し か
し間接的にはあるので,ど ち らかに味方することになる。国際主義者 とナショ
ナリス トはその際,違 った態度をとる。国際主義者 もそれぞれ見解が違ってお
り,各国の社会主義党も対立する。13)
軍検 閲 は,1914年末 まで に,SPD中 央機 関紙 『フォル ヴェル ツ』 の発行 を
二度 中止 した。 そのた びに執 行委員会 は,内 務省 に許可 を とりな して,階 級闘
争 とい う言葉 を云 うの をや める とい う約束 に したが った。『フ ォル ヴェルッ』は,
戦争反対 の立場 を とって いた。もち ろん明示 的 には反対論 を掲 げ られなか った。
ベ ル リンの党組織 のプ レス ・コ ミッシ ョンは,ベ ル リンの組織全体 と同 じよう
に,フ ォル ヴェルツ編 集員 の反対政策 を支持 した14)。
12月,2回目の戦時公債 案へ の投 票で,さすが に極 端左派 の一 人 カール ・リー
プ クネヒ ト15)は,唯一反対 の声 を挙 げた。翌1915年3月,極端左 派 の人 々は,
雑 誌 『イ ンテルナチ オナー レ』の発行 を決 めた。だが これ は1号 で廃刊 とな った。
一方,ル ー ドルフ ・ヒルフ ァデ ィングは,オ ース トリア ・ハ プス ブルク帝国16)
に召集 されて,4月 ごろ ドイッを去 った17)。
ドイツの反戦派 に とって大 変象徴的 な事件 は,こ の年1915年の メー デー(5
月1日)で あ った。多 くの都市 で この 日,平 和 を求 め るデモ ンス トレーシ ョン
が敢行 された。リー プクネ ヒ トはベ ル リンで,「戦争 をや めろ1政 府 を倒 せ1」
と呼 び掛 け,こ の時,警 官 に逮捕 された。 スパ ル タクス 団は,『スパ ル タクス
13)Kautsky,op.cit.,NeueZeit,S.236.
14)Carl.E.Schorske,GermanSocialDemocracy.1905・1917。NY.,Evanston,San
Francisco,London,1955.p.296.
15)KarlLiebknecht,1871-1919.ウィ ル ヘ ル ム ・リー プ ク ネ ヒ トの 子,ド イ ツ帝 国
議 会 議 員,弁 護 士,SPD極 端 左 派 の指 導 者 の 一 人 。 著 作 集 あ り。
16)テ イ ラ ー 『ハ プ ス ブ ル ク帝 国 』 筑 摩 書 房 。
17)拙書 『若 き ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ』 丘 書 房1984年,145-166ペ ー ジ 。
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便 り』 を9月 から発行 し始めた。
1916年9月21～23日に,SPD全国協議会がベルリンで召集された。代議員397
名,SPD議員多数派77名,社会民主党共同行動団メンバー18名,中央幹部50名,
その他であった。 ここで3つ の派は対立した。
ヒルファディングが1915年にドイツからオース トリアに戻って以来,ド イツ
では ドイッ独立社会民主党(USPD)が結成された。彼はこの党に属するので,
簡単にこの事情に触れておきたい。
政府 とSPDの戦争政策に対 して,戦 争反対勢力が徐々に増大 してきた。 ド
イッ国民 も戦争熱から目を覚 まし始めた。 ドイッ帝国議会内で,つ いに戦争非
協力の社会民主党共同行動団(dieSozialdemokratischeArbeitsgemeinschaft)
が,1916年3月24日に結成 された18)。こうして ドイッ社会民主主義者は,議 会
内で三つの派に分かれた。1,多数派社会民主党。2,社会民主党共同行動団(32
名)。3,ス パルタクス団(カ ール ・リープクネヒ トとオ ットー ・リュー レ
(OttoRUhle,1874-1943.)の2名)である。1,は,戦 争協力で,2・3は,
平和主義 ・戦争反対派である。これらのセク ト分裂は,ド イッ国民の戦争反対
感情の反映で もあった。またこの分裂は,戦 争協力勢力である多数派SPDの
抑圧的態度か ら,やむなく行 われたことで もあった。これは,ド イッ社会主義
運動の分裂の第一歩であった。 しかしこれは,帝 国議会議員内部の分裂に過ぎ
ず,ま だ全党組織の分裂にはいたっていなかった。社会民主党系の新聞は,殆
ど多数派に握 られていた。戦争反対派の活動は,非 合法に行われた。そしてこ
れを,共 同行動団は精力的に押 し進めた。共同行動団に加わった議員は,「マ
ルクス主義的中央派」の人々であった。彼 らは,党 の規律 と団結を破っても,
緊急予算 に反対する覚悟 を持つようになった。その理由の一つは,国民の反戦
感情の増大に対応することであった。それが また,中 央派=行 動団の大衆 に対
する影響力を増大 させ始めるのであった19)。ベルリンと近郊の社会民主党選
18)前掲拙稿,お よび拙書 『若 きヒルファディング』参照。
19)例えば,ベ ルリン選挙区,デ ュイスブルグ組織。
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挙連盟中央幹部会は,社 会民主党共同行動団の創立 にあたり,1916年3月31日
に決議を出 して,多 数派社会民主党が フーゴー ・ハーゼ20)を追い出 した こと
を非難 し,共同行動団の結成に賛成 した21)。この決議案は42対28で採択 された。
共同行動団は,社 会民主党内でかなり同情 を持たれていたのである。
社会民主党共同行動団は,3月31日,その団長ハーゼか ら,リープクネヒ ト
とリューレに対 し,同団に加盟するよう要請 した。 リープクネヒトはそれに対
し,も しその新 しい議員団が革命的綱領 を持ち,革命的反戦運動を組織す るな
らば入ろう,22)と答えが。 だが結局,加 盟 しなかった。彼の考 えは,共 同行
動 団が成立 した時に書いた作品 「冷静な吟味 と鋭い決断」23)に現れている。
それによれば,中 央派を批判 しつつ,分 裂するのではなく,下部か らの反乱 に
よって党組織 を握るべ きだ,と している。この説は,政 治の実情か らは無理が
ある。共同行動団とスパルタクス派は,と もに戦争反対グループであったが,
重要な相違があった。共同行動団は,戦 争を止めて平和を望むという停戦 ・平
和主義であった。それに対 し,スパルタクス派は,同 じ反戦でも意味が違 って
いて,戦 争を革命によって終 らせ ようという戦術を立てていた。
このころ,国の内外で,反戦会議が行われ始めた。国内では,1916年4月23・
24日にイエナで,反 戦派社会主義青年会議が非合法 に開かれ,30名の代議員が
集まり,リーフ.クネヒトが報告 した。スイスのキエンタールで4月24日から30
日にかけて,国 際社会主義会議が開かれた。これは前年9月 のツィンメルヴァ
ル ト会議に次 ぐもので,9力 国43名の代議員が集 まり,ドイツは3名 で,そ の
うちスパルタクス団が2名,ド イツ左派が1名 参加 した。
1916年には,リ ープクネヒトが逮捕 され,ベ ルリンで リープクネヒ ト・デモ
20)Haase,1863-1919.ハ ー ゼ の 伝 記 と し て,Calkins,HugoHaase.Berlin1976.
21)DokumenteundMaterialienzurGeschichtederdeutschenArbeiterbewegung,
ReiheII;1914-1945,Band1.Hrsg.vonI.M.L.beimZKd.SED.Berlinl95&
(以 下,Dokumenteと 略 す)S.334-335.
22)GeschichtederdeutschenArbeiterbewegung.Chronik.Teil1.Berlin1965.
23)NUchternePrUfungundscharfeEntscheidung(anon.)in:Sl)artakusBriefe.Berlin
1958,S.127-133.
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が7月27日 に,2万5千 人に よって行 われ た。 リープ クネ ヒ トの裁判 の 日であ
る28日には5万5千 人 のス トが起 き,29日には他都 市 に も広 が り,戦 時 中初め
ての政治的大衆 ス トが起 きた。7月10日 か ら1918年11月8日まで,ロ ーザ ・ル
クセ ンブ ルグが入 獄 し,メー リング(FranzMehring,1846-1919)も捕 まった。
ヒル フ ァデ ィングが勤 めてい た社会 民主党機 関紙 『フォルヴ ェルッ』 は,反
戦発 言 と記事 はすで に書 けない状態 にあ ったが,1916年10月17日,ベル リンの
党 プ レス委 員 会 は,『 フ ォル ヴェ ル ツ』 を フ リー トリ ヒ ・シ ュ タム プ フ ァー
(F.Stampfer,1874-1957)の指 導にお くこ とに し,11月9日,シュタムプフ ァー
が 党幹部会か ら編 集長 に任 命 され,そ の後,批 判 的 な編集局員 が解任 された り
辞任 した24)。こ うして,党 幹部 会の指導 の ままに運営 された。しか し,こ の 『フ
ォルヴ ェルッ』 争奪戦 の時 に,す で にヒルフ ァデ ィングはハ プス ブルク帝国 に
戻 ってお り,ベ ル リ ンにはい ない。
1917年1月7日に,社 会 民主党 内の反対派 の全 国会議が 開かれ,同18日 に党
幹 部会 は,社 会 民主共 同行動団 と左 派 を,党 か ら放 出す る ことを決議 した。 こ
こで初 めてSPDは 組織 的に分裂 した ので あった。20日には,党 幹 部会 が同 じ
呼 び掛 け を発 した。 これ を もって,ゴ ー タ大会 以来長 い伝統 を持つSPDの 組
織 分裂 が始 まった。SPDは 戦争維 持派 と戦争 反対派 とに分 かれ,党 機 関の多
くを握 る多数 派 は,組 織 の防衛 に必死 とな り,反 対派 は彼 らの地方組織 を結集
しようと し,社 会民主党 共同行動 団は ゴータに全国大会 を召 集 した。 スパル タ
クス団 は,こ の ゴー タに結集す る ことを決 めた。
SPD内 のオ ス トロイ テ(=東 方派),ロ ー ザ ・ル クセ ンブル グ,ヨ ギ ヘ ス
(1867-1919),カルスキ(JulianMarchlewskiKarski),ワルスキ,パ ルブス,
ラデ ック(1855-1939),ポ ー ラン ド出身が多い は,生 来の ドイ
ツ人で はな く,ド イツ人以上 に,ド イツ軍 国主義 に嫌悪感 をもっていた。彼 ら
はSPD左 派で,そ の多 くはスパ ル タクス団,あ るいはそれ に近 い。
24)ゴ ッ トシ ャ ル ビ 『ヒ ル フ ァデ ィ ン グ』6ペ ー ジ。
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プロイセン国家からドイツ帝国が うまれた。宰相 ビスマルクは将官に優位 を
持っていた。 しかしその後,軍 部が優位 を持つようになって きた。参謀総長モ
ル トケやファルケンハインは政治家に反抗できなかった。宰相ベー トマ ン=ホ
ル ヴェーク(1847-1934)がヒンデンブルグ(1847-1934)とルーデン ドルフ
(1865-1937)を参謀総長 と次長に推挙 したが,こ の2人 は政治家に抵抗がで
きるようになった。 ドイツ帝国ではあらゆる権限が皇帝に統合 された。 しかし
ウィルヘルム2世 皇帝(1859-1941)は性格が弱 く,政治家,将 師の器ではな
かった。ベー トマンニホルヴェーク宰相は,第1次 世界戦争で,Uボ ー ト戦に
反対 した。しか しヒンデンブルグとルーデンドルフに押 し切 られ,皇帝は,1917
年1月9日にUボ ー ト戦の命令を出 したのだった。次いでベー トマ ン=ホ ルヴ
ェーク宰相はロシア2月 革命後,平 等選挙権 に賛成 した。だが軍 と皇帝がそれ
に反対 し,成 立しなかった。1917年7月の帝国議会で中央党のエルッベルガー
が演説 し,進歩人民党,社 会民主党,中 央党,国 民 自由党の協議会がで き,前
3党が講和決議案を出 した25)。ヒンデ ンブルグとルーデ ンドルフは,参 謀総
長ファルケンハインの政策に合わない と言って,辞 表すると脅かした。皇帝は
1917年7月12日,反対 にベー トマン=ホ ルヴェーク宰相の辞表を受け取った。
ここで本来の ドイツ帝政が終った26)のであった。 ドイッ立憲政体の根本が揺 ら
いだ。それは,シ ュタール(Stahl,1802-61)が構想 をね り,ビスマルクが作っ
た物,つ まり,宰相は皇帝によってのみ任免 される,と いうものであった。戦前
の ドイツには,憲法 と選挙にもとつ く議会があった。 しか し,宰相以下大臣は皇
帝に任命され,皇帝に対 して責任 を負った。議員が大臣に任命されるのではなく,
ほとんど官僚から議員が選ばれた。皇帝は軍事 と外交の権限を握っていた。第二
帝政を支配した ドイツ軍部,エ ーリヒ ・ルーデンドルフが内政 ・外交の全権を握
っていた。それは軍部独裁であった。その支柱は重工業 と保守勢力,対立するのは,
議会多数派,つ まりSPD,進歩人民党,中 央党,国民 自由党左派だった。
25)エ ー リ ッ ヒ ・ア イ ク 『ワ イ マ ー ル 共 和 国 史 』 ぺ りか ん 社1983年 。
26)同,33ペ ー ジ 。
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2ド イツ独立社会民主党の成立
1917年4月6～8日のゴータ大会が,ド イツ独立社会民主党の創立大会 となっ
た。参加者143名,そのうち91の社会民主党選挙区組織か ら選出された代議員
が124名で,国会議員が15名であった。議事 日程は,党内状況(ハーゼ),組織(デ
ィ ッ トマ ンWilhelmDittmann,1874-1954.),我々の任務(レ ーデ ブール
Ledebour,1850-1947.)であった。新党の組織規約は,以 前のSPDのそれと
殆 ど同じであったが,党 綱領 は採択されなかった。そこでカール ・カウッキー
の起草 した宣言が採択された。
このUSPD創立大会宣言の内容を以下にあげる。
「プロレタリアー トの隊列 に並ぶ数千の戦う人々の渇望は,満たされた。反
対派に立つ ドイツ社会民主党の諸地区やグループは,ゴ ータで1917年の復活祭
に,そ の力 を空費しないため,プ ロレタリア解放闘争にもっと強力に参加する
力を結集するために,統 一組織 を作 りあげた。
この闘いは,政 府側の社会主義者,党 幹部会,労 働組合27)総務委員会,社
会民主党帝国議会議員団によって,最 もひどく損なわれていた。
すでに戦前,党 内に,社会民主党の古い性質に固執 していた同志 と,プ ロレ
タリアの国際的団結の思想に対 し国民的社会目的を対置し,非和解的反対派の
戦術 に対 し国民自由党の戦術を対置 しようとした新登場勢力 との問に,鋭 い対
立があった。世界戦争はこの対立を非常に深化させたし,ド イツ社会民主党の
公式代表や組織で,国 民社会的,国 民自由党的勢力を支配させてしまった。
社会民主主義的政策を放棄す る報酬 として,大 衆に多大な物質的成果が予期
された。すべてこの手品のような希望は,残 酷に欺かれて終った。
この新政策は,帝 国政府 とそれゆえ戦争の短期化へ向けて,社 会民主党の影
響力を増大 させるはずであった。それは実際には対外政策で何 も変えなかった
し,国内政策の悪化を防がなかった。
27)自由労働組合の。
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新 しい時代 は,そ の重圧が最 も苛烈に広汎な大衆にかかる,最 も不安定で最
も不公正な租税負担によって特徴づけられる28)。」
ついで宣言は,新 しい統一組織がで きあがったこと,SPD内に対立があっ
たこと,社会主義的政策を放棄 しても報酬がなかったし欺かれたこと,を言明
する。そ して戦後 に,物価騰貴 ・失業 ・租税負担に反対する闘争が行われねば
ならないとし,すべての政治的理由による逮捕者 ・罪人の恩赦,検 閲の廃止,
集会 ・結社 ・原論の無制限の自由,団結権の確保,例外法の撤廃,8時間労働制,
普通 ・平等 ・秘密 ・直接選挙権,女 性選挙権 を要求 した。
宣言は,ロ シア2月 革命を支持 し,他国の社会民主党と平和の了解では困難
はなく,ッ ィンメルヴァル トとキエンタールの会議はそれをなした,と 書 く。
そ して,諸民族の了解による平和 と,プロレタリアー トの国際的団結を求め,「す
べての人にパ ンと知識 を1すべての民族に平和 と自由を!」 で結んでいる。
USPDの結成によって,戦 前のSPD内の広い意味での左派が同一組織 に結
集 されることになった。 しか しそれでもその内部は様々なグループに分かれて
いた。ドイッで戦争に反対 していた政治的グループは,ドイッ社会民主党(SPD)
の最左翼だった。大戦中の ドイッ社会主義運動は,2つ の政党に分裂 した。古
い ドイッ社会民主党が開戦 とともに戦争協力政策をとり,その後,そ れに反対
して,平和主義=戦 争反対勢力が分裂 し,ド イツ独立社会民主党が創立された
のである。戦争が進むにつれて,新 党の影響力が増大した。そしてここには,
スパルタクス団と中央派の人々が属 した。スパルタクス団は,急進的左派で,
ローザ ・ルクセンブルグ,カ ール ・リープクネヒ トらを指導者 とし,1916年に
「スパルタクス ・グル ッペ」を名乗った。中央派は,急進的左派の登場 により,
1910年ころ成立 しあるいは名づけ られた左派であり,ハーゼ,カ ウッキーらを
指導者 とし,ヒルファディングもここに属する。ドイツ社会主義は,こうして,
終戦を迎える時に,左 右両党が並立 していた。 ドイツ社会民主党が分裂 して,
28)ManifestdesGrUndungsparteitagsderUSPDvom6.bis8.April1917.in:
Dokumente,S.594.
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一方に ドイッ独立社会民主党が成立 した原因は,第1次 世界戦争であった。戦
争がSPD内の思想的亀裂を深めた。すでに党内は,5つの派閥に分かれていた。
極端左派,中 央派=左 派,右 派,修 正主義派,帝 国主義的社会主義者である。
1917年7月17日にミハエ リス(1857-1936)が首相 にな り,11月2日にはヘ
ル トリング(1843-1919)(申央党)が首相 となり,その後,マ ックス ・フォン ・
バーデン(MaxvonBaden,1867-1929)が首相になる。
1917年11月(露歴10月)にロシア革命が起きた。 このロシア10月革命につい
ては,カール ・カウツキー著 『無産階級の独裁政治』(ウイーン)が有名である。
カウッキーは,他 の作 『民主主義か独裁か』で論ずる。
「この著の大部分はロシアの関係を取 り扱 っている。私がそれについて論 じ
たことは,不 幸にも事実によって確かめられている。」29)
「軍国的君主制の清算が,平和的方法でな くて,た だ暴力によってのみ行わ
れたことは,最 近の事件の明らかに示 したことであった。」30)
ボルシェヴィキの政権奪取は 「国民の大多数を占める農民の政治的無関心の
お蔭である。」31)
「彼 らの目的を貫徹するための一切の予備条件は,こ の国の経済的未発達状
態のために欠如 していたのである。」
「ここにおいて,彼 らは民主主義的方法によって実行することに絶望したの
である。」32)
ドイツ軍 は,情 勢 が不 利 になるの を見越 し,攻勢 に出る ことを決定 した。1918
年3月21日,西 部戦線 攻撃 を した。5月27日 か ら6月 初 め,お よび7月15日 に
攻 撃 し,18日に形 勢が逆転 した。8月 に,連合 国が総攻撃 をした。9月12・15日,
29)カ ウ ッ キ ー 「民 主 主 義 か 独 裁 か 」 社 会 思 想 全 集,平 凡 社
ペ ー ジ 。
30)同,286ペ ー ジ。
31)同,287ペ ー ジ。
32)同,287ペ ー ジ。
1929年,赤松 訳,289
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9月26,28日にも総攻撃を加 え,ドイツ軍が退却 した。9月29日,ドイッ政府 ・
軍部首脳会議で,休 戦協定案が出 された。
オース トリアでは,1917年11月にロシア連帯デモが,翌 年1月 にはゼネス ト
が起 きた。ハ ンガリーでもそうだった。ブルガリアも,1917年12月に,ロ シア
革命 を歓迎 した。 ドイツ国内で,1917年のロシア革命の影響があった。1918年
1月に,ベ ルリンの大ス トライキがあった。8月 に国内の食糧が悪化 し,夏に
大ス トライキが起 きた。
1918年8月,ドイツ軍は西部戦線の大攻勢に失敗 し,敗北が決定的 となった。
そこで,ド イッ参謀総長ヒンデンブルグと副官ルーデンドルフは,9月28日,
休戦を決意 した。つまり敗亡を回避 しようとした。協商諸国は対ブルガリア戦
に勝ち,ブルガリアは降伏 し,9月29日に休戦調印をおした。これによってまず,
ドイツの同盟国オース トリア=ハ ンガリーを南か ら直接攻撃す る道が開かれ
た。そ して,ド イツに本気で講和 を求めざるをえなくさせた。
ドイツ軍部 実権はルーデン ドルフが握っていた は,ウ ィル
ソン米大統領(WoodrowWilson,1858-1924)の一四力条の休戦条約 を受諾
するために,議会主義的で平和主義的な装いをもつ新政権を作るよう要求 した。
この要請によって,ヘ ル トリング首相の後継 として,自 由主義的貴族 といわれ
たマックス ・フォン ・バーデ ンを首相 とし,社会民主党,中 央党,進 歩人民党
の3党 か ら閣僚 を選んた,新 内閣が10月5日にできた。 ドイツ史上初めての政
党内閣であった。つ ま り閣僚が議員 か らなった。SPD代 表 シャイデマ ン
(1865-1939),中央党代表エルッベルガー(1875-1921),進歩人民党の連立の
内閣であった。この3党 は,す でに戦争中1917年,ドイッ議会で平和決議を共
同提案 していた33)。3党は合計で,議会で過半数 となった。マックス ・フォン・
バーデンは14力条への交渉を始めた。10月,新首相は,ウ ィルス ンに休戦の訴
えを送った。これに対 してウィルスンは,10月26日ドイツに対 して覚書 を送 り,
無条件降伏を求めた。
33)『若 き ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ』。
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同盟国オース トリアは,10月27日,協商国軍にイタリア戦線 ヒルファ
ディングはここに従軍していた で攻撃を受け,つ いに30日,休戦を求
めた。同じ30日に同盟国 トルコも,協商国軍の前に屈服 した。11月3日,協商
国とオース トリアは休戦調印を行 った。こうして ドイツ以外の中央列強諸国は,
すべて休戦=敗 北 したのである。多年の辛酸 を嘗め尽 くした ドイツ国民は,食
料 に窮 し,平和を望んでいた。ウィルス ンの要求に対 して,ド イツは休戦を決
定し,11月6日,ドイツ休戦交渉代表団はベルリンをたった。第1次 世界戦争
における ドイツ敗北の原因は,軍 ・民の物資欠乏であった。1918年には,ド イ
ツ帝国主義は軍事的休戦に調印し,こ の戦争が枢軸国の敗北とともに終った。
3ド イツ革命
1918年9月29日,ブルガリアが休戦 し,続いて10月30日に トルコが休戦 した。
10月30日,ウィーンでハプスブルク王朝が滅び,オース トリア=ハ ンガリーは11
月3日 に休戦 した。
キールの軍港ウィルヘルムス ・ハーフェンで革命が起 きた。この下か らの革
命が上か らの革命を追い越すことになる。11月3日,キール軍港で,対 英出撃
命令 を水兵が拒否 して暴動が起 き,血の弾圧がなされた。そのため市内で蜂起
が始まった。 これが ドイツ革命34)の合図になった。数 日の うちに全国主要都
市で,労 兵協議会(レ ーテ)が 組織 された。11月8日,バイエルンで共和国が
できた。これをレーテ ・共和国と宣した。首班 にUSPDのクル ト・アイスナー
(1967-1919)がなった。
社会民主党は,も し9日 までに皇帝が退位 しなければ政府か ら脱退すると通
告 し,9日 には,党 議によって自ら政権を取 ると決定 した。革命の日,9日,
マックス ・フォン・バーデ ン首相は,皇帝退位を独断で発表 した。ドイツの反戦
34)ドイツ革命 について,篠 原一 『ドイツ革命史序説』岩波書店1956年;A.ロ ■一・一
ゼンベルグ 『ヴァイマール共和国成立史』みすず書房1969年。
ヱ4 商 学 討 究 第48巻第1号
国民大衆が,皇帝が戦争責任者であることを知 り,その退位を望んでいたからで
あり,またウィルス ン大統領が,皇帝の退位を前提 としていたからである。 これ
により皇帝は退位 した。ホーエンツォルレルン家が崩壊 した。そしてマ ックス ・
フォン ・バーデ ンは,SPD党首工一ベル トに首相の地位 を譲 った。9日,ベ
ルリンで労働者は街頭に出た。この革命を押 し進めた政治グループは,USPD
であった。そのうちとりわけ 「スパルタクス団」 と 「革命的オ ップロイテ」35)
であった。革命 を計画 したのは,2つ のグループを中心 としたUSPD左派の
人々であった。彼 らはレーテ革命 を望んだが,SPDは革命 を望まなかった。11
月9日,ド イツ共和国が宣言された。シャイデマンが,こ れも独断で,共 和国
を宣言 した。カール ・リープクネヒ ト(スパルタクス団)が 社会主義共和国の
宣言 をする機先 を制する必要があったからである。政権がSPDに不意に転げ
込んだ。彼 らは自分達が起 こしたのではない大衆運動によって,権 力の座 に押
し上 げ られた。10日,人民代表委 員会 に,エ ーベ ル ト(FriedrichEbert,
1871-1925),シャイデマ ン(PhilippScheidemann),ランヅベルグ(Landsberg)
(以上,SPD),ハー ゼ,ディットマン(Dittmann,1874-1954),バル ト(以上
USPD)が選ばれた。11月10日,SPD・USPDの仮政府=人 民委員会議が認
められた。6人 が仮政府 を構成 した。SPDは単独 で権力を握れなかった。
SPDは革命のために努力 を尽 くさなかったばか りか,革 命 をお しとどめ よう
とし,帝政の維持さえ考えた。そしてボルシェヴィキ革命 を恐れた。USPDは,
特に革命的オップロイテ(お もにベルリンの金属労働者組合員)と スパルタク
スが,下 部から革命を起こし,レ ーテを望んだ。USPDの主流=幹 部会 は,
ベルリンの革命で指導性を発揮できなかった。SPDは単独では政権 を握れな
かったので,USPDに対 して組閣交渉をした。エーベル トは内務 ・軍事,シ ャ
イデマンは財務,ラ ンズベルグは新 聞 ・情報 を担当 した。政府の要職はSPD
に握 られた。エーベル トはその議長役 を演 じた。
35)ベル リンの大企業の金属労働者連合が分裂 して,1916年に反対派として成立 した。
この指導者は,リ ヒャル ト・ミュラー(委 員長),エミール ・バル ト,ドイミヒ,
レーデブール らである。USPDに 属する。
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この日,10日,ベルリン労兵協議会大会が召集され,こ こで人民委員会議を
新政府=仮 政府 として認めた。 この仮政府は,11月12日,初めての施政方針=
政府綱領を発表 した。「革命から生 まれ,政 治指導が純粋 に社会主義的である
政府は,社 会主義的綱領 を実現する任務 を持つ」36)と冒頭 にあるが,内 容は
一般民主主義的であった。すなわち,一,戒厳令の停止,二,集会 ・結社の自由,
三,検 閲の廃止,四,表 現の自由,五,信 仰の自由,六,政 治犯の恩赦,七,
戦時徴用法廃止,八,僕 碑条件の無効,九,労 働者保護法の復活,そ して,予
定するものとして,社会政策の拡充,最低8時 間労働,雇用安定,失業者救済,
疾病保険,住 宅建設,食 料確保,生 産 と財産の保護,20才以上男女の比例代表
制による平等 ・秘密 ・直接 ・普通選挙権,立 憲議会,で あった。
すでに1918年10月9日(ドイツ革命1カ月前)に,鉄 鉱業の支配者が会合 を
もち,工 業を救 うべ く,労働組合 と協定を結ぶ決議をした。11月10日,第1回
ベルリン労兵協議会大会があり,生産手段の即時 ・徹底的な社会化が決議 され
た。11月15日には,経営者同盟 と自由労働組合(翌年に全 ドイッ労働組合同盟)
の中央労働協約がなった。Zentralarbeitsgemeinschaft(中央共同作業体)と
いう労資の全国組織がで きる。
1918年の ドイツの画期 的 な出来事 は,帝政 の崩壊 で あった。ドイッ国民
は,1848年にほんの しばし共和制の経験を持ったことを除けば,君主制 しか知 ら
なかった。革命に心を寄せた人は帝政の廃止を望んだが,君主制が滅びても,多
くの国民は新 しい秩序に同化するのは容易ではなかった。それにこの革命 は,地
主 とブルジョアジーの経済支配 と軍国主義を変えられず,君主制の打倒 と民主
的経済改革におわるのだった。「共和国の宣言は,結局のところ,単に王党派に向
けられたものではな く,極左 のスパルタクス団にも向けられたものだった。」37)
ドイツは11月11日に休戦 し,休戦条約に調印 した。 ドイツ第2帝 政は,敗 戦
と物資の極端な欠乏と国民の厭戦気分によって,崩 れ去った。この ドイツ革命
36)PhilippScheidemann,MemoireneinesSozialde〃zokraten.Dresden1930,S.
324-325.
37)P.ゲ イ 『ワ イ マ ー ル 文 化 』27ペ ー ジ 。
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によって成立 した政府は,外 見上 は社会主義政府であった。6名とも 「社会民
主主義者」であったからである。 しか し現実にはドイッは全体 として政治構成
は,1918年11月19日以後もブルジョア民主国家にとどまった。11月革命は,帝
政こそ排除したが,国 家機構 は決定的なものが何等変 わらなかった38)。1918
年の革命は,社 会主義政党 と労働組合が行ったものであった。だがそれは確か
に社会主義革命ではなかった39)。東 ドイツのユ ンカー勢力(半 封建的大土地
所有者),官僚,軍部は,温存 された。後年,ドイツ革命 によって背後を刺され,
ドイッは戦争に負 けた,と い う合口伝説が流布 されたが,ド イツでは実際には
その流言 とは反対に,休 戦の決定後に革命が起 きた。
一般に,国民的規模の政治革命が失敗する原因は,軍事力 による反革命によっ
て鎮圧 されることである。 ドイツでは,兵 士 も革命に参加 したのであって,こ
れが革命成功の一因となった。軍部が革命を転覆しなかった他の理由は,エ ー
ベ ル トが,軍 部つま りグ レーナー将軍(WilhelmGroener,1867-1939)に,
秘密電話で,新 政府が社会主義に向かわないこと,軍部 を温存することを約束
したか らで もあった。 ドイッ革命 によって権力 を握ったSPDは,真 に社会主
義革命を実行するのであれば,ユ ンカー,大 資本家,高 級官僚,軍 部な どの諸
勢力 を制圧するべ きであった。 しか しSPDの大部分が労働組合主義者で,古
い権威 を重んず るドイツ人の習性に染 まってお り,思い切ったことができなか
った。人民委員会議は,ド イツ経済の改革を行わなかった。当時 ドイッ民主主
義のためには少 なくても2つ の分野で必要であったのは,大 土地所有と鉱山の
改革であった。 ドイツの時代遅れの大土地所有=ユ ンカー制は,エ ルベ河以東
のプロイセンでは無条件に必要だった。
第1次 世界戦争40)は,世界史の近代 と現代の分水嶺 となった。戦争の終結
によって,ほ ぼ,現 在の国家 と領土の枠組みが出来あがった。新 しい思想,民
38)A.ローゼ ンベルグ 『ヴァイマール共和国史』思想社1964年,10ペ ージ。
39)ノイマン 『ビヒモス』みすず書房1970年,18ペ ージ。
40)テイラー 『第1次 世界大戦』新評論1994年新版。 リデル ・ハー ト,フ ジ出版。
尾鍋輝彦,中 央公論。
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族自決主義とボルシェヴィズムが実現 されはじめた。戦争は,休 戦とい う形式
ではあったが,事実上,中央列強(ドイツ,オース トリア=ハ ンガリー,トルコ)
の,協商国側に対する軍事的敗北をもって終わりを告げた。勝利 した側の一角,
ロシアと,敗戦諸国の国家形態,す なわち半絶対主義的君主制は,転 覆 した。
ヒルファディングは,ハ プスブルク帝国の崩壊 と同時に除隊 し,ウ ィーンに
戻 った。新 しく結成 されていた ドイツ独立社会民主党に既 に属 していた と思わ
れる。11月9日の ドイツ革命によって,SPDとUSPDのそれぞれ三者か らな
る6名の人民委員が,ド イツの政治的最高権力の地位 に就いた。このUSPD指
導部が先ず行 ったことは,党 中央機関紙 『フライハイ ト』の創刊の決定 と,ヒ
ルファディングをその編集長にするため,可 及的速やかにウィーンからベルリ
ンへ呼び戻す ことであった。古いSPDの 『フォルヴェルツ』編集局員 として
の経歴と,社会科学者 として有名であることで,白羽の矢があたった。ヒルファ
ディングはオース トリア=ハ ンガリー帝国(ハ プスブルク)の 国民軍軍医 とし
て召集されてお り,終戦の頃には,イ タリア戦線の背後クロイツナハで野戦病
院に勤務 していた。しか しハプスブルク帝国が崩壊 し,任を解かれた彼はウィー
ンに戻 った。だが新任務のため,ウィーンには長 く留まらず,ベルリンへ赴いた。
今度は,妻 マルガレーテと二人の息子(長 男カール,次 男ペーター)は,彼 に
ついて来なかった。ヒルファディングは単身でベルリンへ向かった。マルガレー
テがベルリン行 きを好まなかったか,二 人の間の愛情問題か,ま たは人生の方
針の問題41)によってであろう。マルガレーテはウィーンで医師として活躍 し
たかった。母がウィー ンにいれば,息子たちは,ウ ィーンに滞 まることを望む
だろう。
『フライハイ ト』の創刊号は,11月15日に出た。ヒルファディングはその編
集に間に合わなかった。その日か ら約1週 間後に,彼 は編集に加わ り,采配を
振るったのである。この編集部で共に働いたアレクサンダー ・シュタインは,
当時のヒルファディングについてこう書いている。「ヒルファディングの指導
41)『若 き ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ』。
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の下で働 くことは,喜 びであった。 … 私[=シ ュタイン]は,組 織者,
ジャーナリス ト,党の指導者としての彼の能力が初めてよく分かった。それは,
三年半42)も前線 にいて政治活動ができなかったので,そ のエネルギーが目覚
め始めて,彼 の中であたかも突発 したかのようであった。 また革命的な大衆
運動の嵐のような数週間を,計 画的な民主主義的社会主義運動の路線へ導き
入れようとするかのようであった。仕事では疲れを知 らず,才気 と機知に閃 き,
いつ も新 しい理念に満ちていた彼は,我 々編集局の仲 間を,す ぐさま素晴ら
しい同志 として,働く集団に変えてしまうことを心得ていた。彼の指導によっ
て,初 めは発行部数が3万部であった新聞が,半 年のうちに25万部になった。
ベルリンの刊行物では,そ れは前代未聞である。」43)初期の独立社会民主党
の国会議員 トニー ・ゼンダーは書いているが,当 時の多数派社会民主党の指
導的な編集者が,『フライハイ ト』のジャーナリズム上の成功 を当時うらやま
しい と思っていた,と 後年,彼 に語った。この新聞は,新 共和国の秩序の弱
点を生 き生 きと闘争的に指 し示 した。特 に軍部の陰謀 を暴いて功績 を立て,
また 日常政治でのジャーナリズムの闘争 と,読 者を最教育する真面 目な努力
とを結びつけた44)。
仮政府の首脳 は,フ リー トリヒ ・エーベル ト(1871-1925)がなった。仮政府
の社会政策が法令化 され,そ の内容は,8時 間労働制,失 業救済,疾 病保険
などであった。
エーベル トは,レーテと妥協を試みた。そ してUSPDを抱 き込むのだった。
SPDは,エルフル ト綱領の具体的要求は達成 し,しか し社会改革は拒否する
と考えた。そして急進革命派の武装解除をすすめるために,旧 帝政軍隊 と将
校 を利用 した。 またUSPDの社会主義的綱領 を拒否 した。そこで12月末,
USPDは政府を脱退することになる。
42)実 際 は2年 。
43)AlexanderStein,RudolfHilferdingunddiedeutscheArbeiterbewegung.Ham-
burg[1947],S.10.邦 訳 『ヒル フ ァ デ ィ ン グ伝 』 成 文 社
44)同,23ペ ー ジ 。
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ドイツ革命 における重要 な争点は,こ の革命 を民主共和制のままにとどめて
お くか,あるいはそれを越えて社会主義にまで発展させ るか,という問題であっ
た。これは2つ の問題 として現れた。第1は,政 治形態の選択であ り,第2は,
社会化の可否であった。社会化については,別稿で論ずるので,先 ず,第1の
問題を取 り上げよう。これは議会主義 を採用するかどうか,つ まり立憲議会=
国民議会を作るかどうかであ り,あるいは労兵協議会(レ ーテ)制 度を取 るか
どうか,で あった。多数派SPDは,社 会主義革命 とレーテ制度に反対 し,す
ぐにも国民議会の選挙 を行お うとした。USPDは,二 つのグループに分けて
みる必要がある。その左派は,革 命的オップロイテとスパルタクス団であ り,
かれ ら急進派は,社 会主義革命 とレーテ制度に賛成 し,SPDのような議会選
挙をす ぐ行 う案には反対 した。USPDの他 のグループは,党 内右派 と幹部派
である。彼 らは独得の立場をとった。ちなみに仮政府にいる3名 のUSPDの
うち,バル トは革命的オップロイテ,ハーゼとディットマ ンは幹部派であった。
仮政府の方針は,前 述の ように立憲議会 を作 るというものであった。
ここでレーテについて一言 しておこう。レーテは,ロ シアでいうソヴィエ ト
(評議会)に 匹敵す る。また制度それ 自体 もほとんど同じである。レーテある
いはソヴィエ トは,民 衆の下か らの代議機関であり,実質的に民主的議会がな
い国では,民 衆の政治要求を汲み上げられないので,出 現する可能性がある。
だが2つ の点で,ソ ヴィエ トとレーテを区別 しておく必要がある。第1に,ロ
シアは ドゥーマ という形式的な議会があったが,事 実上,議 会 とは程遠い国で
あった。 ドイツには,普 通選挙権 に基づいていないが,国 会があった。第2に
ロシアのボルシェヴィキ党は,ソ ヴィエ トを利用 して革命 を達成 した。そ して
その後,ソ ヴィエ トを支配 した。 ドイツにはかかる型の革命党はなかった。 ま
たレーテは,西 欧では生まれえないものだが,組 合幹部が戦争協力 し,組合が
機能を失ったので生 じた。
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革命の推進力は,USPDとスパル タクス団だった,し か し革命=民 主共和
制が成立すると,大衆は,特に農村で,旧 ・議会多数派を支持する。新政府は,
軍事力を持たなかった。革命は軍事力によって守 られるのだが,ドイツ革命は,
ドイッのレオン ・トロツキーを生み出さなかった。革命の当初,ドイツ軍部は,
革命を覆 さなかったし,そ の力はなかった。そ して政府は軍に手をつけなかっ
た。その軍部が しか し息を吹 き返すのである。
物心ついて以来,君 主制の秩序 しか知 らなかった国民にとっては,帝 制の崩
壊は自分の意識の最 も深い層まで揺 り動かされることを意味した。ほんの少数
の人しか,こ の崩壊についての心構 えがで きておらず,君 主制の滅亡が歴史的
な社会変化の避け難い帰結であるということを理解で きなかった。国民大衆は,
伝統的な秩序の崩壊を予想できなかった厄災 として堪え忍んだが,新 しい秩序
を作る責任を分かち合 うとなると,彼 らはほとんど無力だった。
制度は死んでも,そ れについての記憶は長 く残 る。君主制の制度がな くなっ
た後 も,国民が相変わ らず意識の申では,君 主制 と結び付いた観念の世界 に生
き続けることもあ りうる。変化 した新 しい秩序に意識を適応 させることは,緩
慢で困難な課程である。それはまた,過 去の思考習慣 にしがみつ くとか,何 か
分からないが漠然 とした明日を待ちわびるとかで,現 実を回避 したがる人間の
傾向のため,さらに一層困難なものになる。このような現実逃避の空気の中に,
ナチズムが発生 したのである45)。
12月6日,少数の下士官 らの謀反事件が起きた。ベルリン協議会の執行会議
を奇襲 し,エーベル トを共和国大統領 として宣言 しようとい う冒険であった。
首謀者たちは逮捕されたが,こ の時,無 関係の事件が起 きた。ベルリン都市司
令官(SPD党員)は この奇襲を知 り,ベ ルリンの政府部隊 を用い,市 内の道
路をみな遮断させた。偶然,ス パルタクス団のデモ隊がこれ とぶつか り,兵士
らともつれ,発 砲事件が起 きた。デモ隊の16名が死んだ。この事件によって,
急進的労働者は,政 府 ・SPDに不信感を持った。軍部 と彼 らが結託 している
45)マ ウ,ク ラ ウ ス ニ ッ ク 『ナ チ ズ ム 』 岩 波 書 店37ペ ー ジ。
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と疑った。 これは,そ の後共和国の根底を流れる対立の初めての象徴的事件 と
なった。
1918年12月16日か ら20日までの5日 間,全 ドイツ労兵協議会の大会がベルリ
ンで召集され,開 かれた。 この全国大会では,SPD支持が圧倒的であった。
スパルタクス団はほとんど代議員になれなかった。革命的オ ップロイテとその
同調者は100余名の代議員を送った。代議員の450名中350名は,政府を支持 した。
この支持者は,SPD党員,若 干のブルジョア,穏 健派USPD党員であった。
中央委員会の選出では,SPD党 員が選ばれた。ディッ トマンの政治報告,ヒ
ルファディングの社会化報告 も採決された。 くわ しく言えば,12月20日に,第
1回労兵協議会全国大会で,ヒ ルファディング報告 「経済生活の社会化」がな
された。この中央委員会は,1919年1月19日に国民議会選挙 を行 うと決定した。
またこの中央委員会は,政 府(人 民代表委員会)を 監督することになった。そ
して大会では,即 時社会化 をすべ しとい う決議が採択された。また,そ の軍隊
決議 政府の軍掌握,兵 士の将校選挙 もなされた。
12月23日,人民海兵団事件が起 きた。これは,ベルリンの水兵千人の給料 「未
払い」事件であった。本質的には,紛争ごっこであり,未払いにはならなかった。
しかし,ベ ルリン市司令官が虜にな り,人民委員が軟禁 された。首相(政 府議
長格)エ ーベル トは,こ の暴挙に対 して軍隊の砲撃を許した。それに抗議 して
USPDつまり3人 の人民委員は,12月29日,新政府から脱退 した。 こうして
SPDは,政府の共同統治者か ら単独統治者になったのである。人民委員ディッ
トマン,バ ・ー一ゼ,バ ル トが辞職 し,後任 として結局,SPDのノスケ(Noske),
ヴィッセル(RudolfWissel,1869-1962)が就任 した。USPDが政府から脱退
するとともに,諸 邦のUSPD閣僚 も職を辞 した。
しかしバイエル ンは例外であった。ここでは首相アイスナーと労働者たちは,
統一 を守った。バイエルン ・レーテ共和国は,1918年11月7日か ら1919年5月
1日まで存続 した。 これが潰されたのは,義 勇軍によってであった。
